
○利⽤者等が駅やバス停に求める機能として「バス位置情報などの
交通情報の充実」の声が多かった

○利便性向上等について議論する県会議では、委員から「利⽤客が
自分でバスの現在位置情報を取得することができるように交通情
報のインフラ整備をすべき」との意⾒

○これまでも、位置情報を伝えるシステム
はあったが、一部の区域のみの運⽤で、
かつ、バス停に来ないとわからなかった。
また、各事業者が別々のシステムで提供。

とやまロケーションシステムの導入の経緯
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利用イメージ（スマートフォンの場合）

乗りたいバスの運行状況・現在位置

をリアルタイムで把握できることで、

バスを待つ不安感等を緩和し、

利用促進につなげる

・県内全域の民営バスと公営バスの位置情報、遅れ情報がわかる
「とやまロケーションシステム」を令和元年11月から運用開始。
（県内全域を網羅したシステムは全国初）

・令和３年８月30日に利用者画面、機能をサイトリニューアル。
・令和４年３月21日に「市内電車」を追加。

※バスを運行する13の市町、民間交通事業者３社（地鉄、加越能、万葉線）の県内全域を網羅した
約３,７００バス停・約３００系統を対象

バス停周辺の画像を
ストリートビューで確認可能
（R3リニューアルより）

とやまロケーションシステム
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とやまロケーションシステムの活用場面

○スマホでバスがどのバス停間をどの程度の遅延で運⾏しているかいつでも⾒ることができる

○各バス停などにＱＲコードを貼り付け、利⽤者がスマホ等でバスの現在位置情報や遅延情報を調べ
ることができる
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月別１日当たり平均アクセス数

導入

記録的大雪

サイトリニューアル

R元年 R２年 R３年 R４年

とやまロケーションシステムの利用実績

○各年の平均アクセス数は年々増加している（【R2】391 →【R3】538 →【R4】669/日当たり）

（391） （538） （669）

※（）内の数値は月別１日当たり平均アクセス数の通年の平均（R3.1を除く）

1,660
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とやまロケーションシステムの利用者の声

（出典：北日本放送「こんにちは富山県です」R4.1.29放送）
5



デジタルサイネージの設置
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○スマホが不慣れな⽅もバスの運⾏情報が⾒られるように駅や病院等にデジタルサイネージを設置

（⾼岡駅の例） （⾼岡ふしき病院の例）



ＣＡＴＶでの配信（高岡ケーブルネットワークの例）
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○県内のケーブルテレビでもとやまロケーションシステムの情報を配信

（⾼岡ケーブルネットワークの例）



とやまロケーションシステムによるオープンデータ化

「Yahoo︕乗換案内」アプリでの検索結果

富山県
（オープンデータによるデータ連携あり）

他県の例
（オープンデータによるデータ連携なし）

8

○とやまロケーションシステムの情報を⺠間の乗換検索アプリでも活⽤できるようオープンデータ化を実施
○Yahoo︕乗換案内やナビタイムなどでオープンデータを活⽤したリアルタイムの遅れ情報が確認可能



（出典：INTEC TECHINICAL JOURNAL,Vol.15,pp.72-81(2015)」）

システム整備及び維持管理の体制

○富山県地域公共交通情報提供推進協議会を設置（県、交通事業者、市町村、学識者（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ））

（協議会が必要なデータ（バス情報データなど）を取りまとめ、システム会社へ提供）

○県内全ての民営バス・公営バスの担当者がそれぞれ必要なデータを作成・更新
○担当者が異動等で交代することから、データ作成研修会を毎年開催

システム整備の体制

維持管理の体制

データ作成研修会

とやまロケーションシステムの導入・維持管理
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＜参考＞

県内の地域モビリティの取組み
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地域モビリティの取組み①【タクシーを活用したデマンド交通サービス（入善町）】
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相乗り推進のため、複数名の場合は別料金を設定

マイカー乗り合い公共交通「ノッカルあさひまち」
地域住⺠がドライバーとなり、近所の利⽤者を送迎するサービス

■予約（電話・LINE）

・ドライバーは助け合いの精神をもとについで送迎（２種免許保持者または安全講習を受けた個人ドライバー）
・道路運送法が定める「事業者協⼒型自家⽤有償旅客」の範囲内で運⽤
・朝日町から交通事業者に運⾏管理を委託

地域モビリティの取組み②【住民主体のデマンド交通サービス（朝日町）】
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■ダイヤの例 （朝日町の町営バスが運行していない時間帯をノッカルが補完） ■運賃


